
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【コドモン導入について】 
 大阪狭山市では、５月よりＩＣＴ連絡システム「コドモン」を導入します。アプリの登録など、ご協力をいた
だくことになります。詳細は後日、ご連絡いたします。 

令和６年(2024年)４月 30日 

大阪狭山市立南第二小学校 

 

学校教育目標『かしこく やさしく たくましく』 

【家庭訪問について】 
5 月８、９、１１、１２日と家庭訪問させていただきます。おいそがしい中、日程調整ありがとうございま
した。玄関先で、短時間での対応とさせていただきます。あらかじめご了承ください。なお、お子さま
のことでご相談等ありましたら、いつでも担任までご連絡ください。 

「暑さ対策」 

                             校長 伊知地 豊 

 

新年度もあっという間に、１ケ月が経ち、新緑の季節となりました。爽やかな季節の中で、二

小の児童たちも、毎朝、元気よく挨拶をしてくれています。あどけない児童の笑顔に、こちらも、

たくさんのエネルギーをもらっています。コロナ禍を経て、学校に児童が元気に登校する姿を見

ることができるのは、とてもありがたいことだと感じます。 

多くの児童たちは、新しいクラスに少しずつ慣れはじめ、のびのびと学校生活を送っていま

す。「先生、見て、見て！」と、丁寧に一生懸命書いた授業ノートを見せに来てくれる児童もいまし

た。日々、児童の成長を感じながら、「よく頑張りました！」と、一緒に喜びを感じることに、小さな

幸せを感じているところです。きっと、ご家庭でも同じようなことがあるのではないでしょうか。 

さて、先月気象庁が 5～7 月の３ケ月予報を発表しました。エルニーニョ現象の影響などで、

全国的に平年より高温になる見通しだそうです。そこで、過去に例を見ない危険な暑さが予測

される際、「熱中症特別警戒アラート」が発表されることになりました。大阪の６つの観測地点

（能勢町、枚方市、大阪市、東大阪市、堺市、熊取町）全てで暑さ指数が 35℃以上と予測され

る場合に、発表されるようです。 

児童にも熱中症について、お話をしました。水分を意識してとることや、気分が悪くなったとき

は、早めに先生に申し出ることなども伝えました。 

 南第二小学校では、屋外の定点観測で、暑さ指数が 31℃以上となれば、すべての屋外での

活動を中止といたします。 

 また、特に、暑さに慣れていないこの時期には、熱中症となる危険性が高まります。そこで、熱

中症を防ぐために、重要なこととして、「暑熱順化」があります。暑熱順化とは、「暑い環境に体

を慣れさせること」です。本格的な暑さの前から徐々に体を暑さになれさせることで、熱中症に

なりにくくできるようです。できるだけゆっくり時間をかけて、慣らすのがいいと言われています。

少しずつ暑さになれるよう工夫をしましょう。 

学校でも、熱中症対策として、給水やエアコン、製氷など、 

熱中症予防に努めますが、ご家庭でも、多めの水分の用意等、 

ご協力よろしくお願いします。  

家庭数 

【お願い】 
・子どもの送迎等で、学校周辺の道路への駐停
車はおやめください。交通の妨げとなり、かえっ
てお子さまに危険が及びます。ご理解賜ります
ようお願いいたします。 

【ハラスメント相談窓口のご案内】 
本校では「ハラスメント相談窓口」を開設してお
ります。ご相談がある場合、下記の窓口担当ま
でご連絡をお願いいたします。 

担当：坂根 祐三  三原 菜穂 

【学びの支援員を募集しています】 
大阪狭山市では大阪狭山市立小・中学校において児童生徒の支援教育における補助的 
業務をしていただく、学びの支援員（会計年度任用職員）を募集しています。 
応募資格：教員免許、養護教諭免許、保育士免許、看護師免許、介護福祉士資格、 
介護職員初任者研修修了者のうちいずれかを有する方又はこれに準ずる方 
※詳しくは市ホームページをご覧ください。 
問い合わせ：大阪狭山市教育委員会学校教育グループ ☎366-0011 

【1年生：多層指導モデルMIM（ミム）を導入しています】 

１年生の「こくご」では、ひらがな、カタカナの読み書きの学習を通して、音と文字の結びつきを理解さ

せることが大変重要な課題です。 

大阪狭山市の小学校では、文章がすらすら読めるようになることをめざして、子どもたちが特につまず

きやすい「特殊音節」に焦点をあてた指導（多層指導モデルMIM）を導入しております。 

  読みのつまずきを早期発見、早期支援することは、子どもたちの学力を高める上でとても大切だと考え

ています。 

  また、今年からは算数の基礎的な力を伸ばすための「算数MIM」にも取り組んでいきます。 

教育委員会や専門家と連携しながら、MIM 指導を活かして効果的な指導が提供できますように学校

として努力していきます。何よりも子どもたちが「できるようになってうれしい。」と思うことができるよう、取

り組んでいきたいと思います。ご家庭でも宿題等で子どもたちの学習を応援していただきますようお願い

申し上げます。 

【２・３年生：まるぐランドを導入しています】 

まるぐランドは、独自のチェックテストから一人ひとりの得意や苦手さに応じたレッスンが自動提案さ

れ、子どもたちが自主的に取組むことができる ICT 教材です。学校生活の中で楽しく取り組み、子どもた

ちの力と自己肯定感を育んでいきたいと思います。 

 


